
ふるさとの
 文化財探訪

第123回

ふ
る
さ
と
の
天
然
記
念
物
へ
の
関
心
を

　

天
然
記
念
物
と
い
う
言
葉
を
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
学
者
フ
ン
ボ
ル
ド
が

１
８
０
０
年（
寛
政
12
年
）に
使
っ

た
の
が
最
初
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
彼
が
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
紀

行
記
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
直
径
９
ｍ

の
樹
木
に
つ
い
て
言
及
し
た
時
に

使
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
１
９
０
６
年
に
東
大

の
三
好
学
が
１
９
０
６
年（
明
治
39
年
）に「
名
木
の

伐
滅
並
び
に
其
保
存
の
必
要
」
と
い
う
論
文
の
中
で

「
天
然
記
念
物
」と
い
う
訳
を
使
っ
た
の
が
最
初
だ

と
さ
れ
ま
す
。

　
天
然
記
念
物
と
言
っ
た
場
合
、
一
般
に
思
い
浮
か

ぶ
の
は
国
の
天
然
記
念
物
で
し
ょ
う
。
大
分
県
で
最

初
の
天
然
の
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
の
は

宇
佐
市
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
す
。
九
重
町
で

は
九
重
山
の
コ
ケ
モ
モ
群
落
が
該
当
し
ま
す
。
し
か

し
、
飯
田
に
住
む
私
に
と
っ
て
複
雑
な
の
は
、
九
重

連
山
に
咲
く
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、「
大
船
山
の
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
」と
し
て
該
当
す
る
市
町
村
が

竹
田
市
だ
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

該
当
市
町
村
か
ら
九
重
町
は
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ

シ
マ
と
い
う
名
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
ら
ん
ま
ん
」

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
牧
野
富
太
郎
が
名
付

け
た
も
の
で
す
。
小
学
校
卒
で
後
に
東
大
の
理
学
博

士
と
な
り
日
本
の
植
物
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
で

す
。

　

さ
て
、
国
の
天
然
記
念
物
は「
文
化
財
保
護
法
」

に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
ま
す
。
指
定
対

象
は
、
動
物
、
植
物
、
地
質
鉱
物
と
天
然
保
護
地
区

の
４
種
類
あ
り
ま
す
。
今
年
の
２
月
21
日
現
在
で
そ

の
数
は
１
０
４
０
件
に
達
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

天
然
記
念
物
は
国
だ
け
で
は
な
く
、
県
や
地
方
自
治

体
が
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
自
分
た
ち
の
天
然

記
念
物
を
指
定
で
き
ま
す
。大
分
県
の
天
然
記
念
物
、

九
重
町
の
天
然
記
念
物
と
い
う
の
が
当
然
あ
る
わ
け

で
す
。
私
は
前
回
の
投
稿
で
、
冨
迫
の
大
イ
チ
ョ
ウ

を
取
り
上
げ
保
護
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
が
、
幸

い
な
こ
と
に
町
と
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

樹
の
周
り
に
出
て
き
て
い
た
沢
山
の
脇
木
を
取
り
除

き
栄
養
が
上
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
枯
れ
か

か
っ
て
い
た
上
部
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。
町
指
定
や
県
指
定
の
貴
重
な
樹
木
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
町
民
の
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
樹
木
を
絶
や
さ
ず
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
は
故
郷
の
原
風
景
を
維
持
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
関
係
各
位
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　第２回の講座では「人権学習は誰のため？　「寝た子は起こす
な」でいいのか」と題して、公益社団法人大分県人権・部落差
別解消教育研究協議会の足立哲範さんを講師に招きました。
講座終了後に書いていただいたアンケートでは、以下のような記
述がありました。（一部抜粋）

・�国東での落書き事件など、この講座を受けていなかったら、
なかなか知ることができなかったなと思います。今現在、身
近で差別があるということ。引き続き講座を受講して正しい
知識をつけていけたらなと思います。

人権

No.336

・�寝た子を起こすな論では、差別に立ち向かえないし差別は
なくならないと思う。自分ごととして考えられる人を増やし
たいと思う。
・�ここに来ている人だけでなく町民みんなに聞いてほしい。
・�知る事が、ネット等々で調べるきっかけになるので、どちら
がいいのだろう......でも、この講座で正しい知識を得ると、
正しく分別できる。
・「今は差別なんてないだろう」ではダメ。
・�幅広い年代で部落差別について学ぶ必要があるし、自分た
ちも学んでいく必要があるなと思いました。
・�この講座がなければ考えない事を考える事ができたと思い
ます。学校で同じような講座をすると良いと思いました。

　「寝た子は起こすな」→しなければ、みんな忘れる。本当に
そうでしょうか？自分自身や家族が、いつ、どんな状況で差別
事象と向き合うかわかりません。あってはならないその時のた
めに、しっかりと正しい知識を身につけ、立ち向かっていける
よう学習を続けていく事が大事です。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができませんが、
ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－３８２３）までお
問い合わせ下さい。　　　　　　　　　　　　（社会教育課）

２０２４年度
第2回なるほど“ザ”人権講座

文
化
財
調
査
委
員
　
清
水
　
武
則

Be fo re  A f te r  
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　ほんの森8月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

新刊・新着図書案内　～夏休みのお疲れモード、読書タイムでリセットしましょう～　
●����児童図書・コミック
　クレヨンしんちゃんベストセレクション〈初期ギャグ傑作選〉	 臼井儀人
　10分スイーツ＆100円ラッピング（春/夏/秋/冬）	 まちやまちほ
　パンどろぼうとなぞのフランスパン　　　	 柴田ケイコ
　パンどろぼうおにぎりぼうやのたびだち　　	 柴田ケイコ
　パンどろぼうとほっかほっカー　　　　　	 柴田ケイコ　
　もりのはなやさん　　　	 ふくざわゆみこ
　はたらく細胞ワクチン＆おくすり図鑑　　　	 講談社
　はたらくくるま100点　　　	 小賀野実
　変形のりもの70　　　	 グループ・コロンブス
　文春まんが読みとくシリーズ 電子顕微鏡ここが知りたい！　　　　　　	
	 小川京美/大畑英明
　10才からの自信をもつ方法　大人だって本当は知らない	 高濱正伸
　５分怪談　　　	 ナナフシギ

●�一般図書
　押しかけ夫婦（八丁堀強妻物語シリーズ⑤）　　	 岡本さとる
　古馴染（新・知らぬが半兵衛手控帖シリーズ㉒）　　	 藤井邦夫
　新本所おけら長屋①　　	 畠山健二
　オパールの炎　　	 桐野夏生
　クスノキの女神　　	 東野圭吾
　兎は薄氷に駆ける　　	 貴志祐介
　谷から来た女　　	 桜木紫乃
　告白撃　	 住野よる
　国道沿いで、だいじょうぶ100回　　	 岸田奈美
　それを読むたび思い出す　　	 三宅香帆
　「死」を考える　　	 養老孟司

　苦しくて切ないすべての人たちへ　　	 南直哉
　感情のメッセージに気づくと、人間関係はうまくいく　	神谷海帆
　このプリン、いま食べるか？ガマンするか？　　	 柿内尚文
　精神科医がやっている聞き方・話し方　　	 益田裕介
　古武術に学ぶ子どものこころとからだの育てかた　　	甲野善紀
　犯罪心理学者は見た危ない子育て　　	 出口保行
　昆虫と食草ハンドブック　　	 森上信夫
　37歳越えたら始めどき！関節の寿命を延ばす1日1分ストレッチ　　	
	 橋本健史
　更年期　悩み・不安・困った！を専門医がスッキリ解決	 高尾美穂
　その調理、9割の栄養捨ててます！
	 東京慈恵会医科大学附属病院栄養部
　顔のゆがみがととのうと驚くほどきれいな私が現れる	高野直樹
　いとしのソフトクリーム130　　　	 プロソフトクリーマー森川
　青じそ・みょうが・しょうがあったら、これつくろ！　	
	 ORANGEPAGE BOOKS
　まいにちお漬けもの　	 こてらみや
　健康でいたいなら朝のたんぱく質　
　速攻で絶品！おうちおつまみレシピ　　	 ツマ
　はじめてパパになる本　　	 今田義夫
　だれでもできる有機のイネつくり	 自然農法国際研究開発センター
　農家が教える枝もので稼ぐコツ　	 農文協
　エドワード・ゴーリーの世界　　	 濱中利信
　「何回説明しても伝わらない」はなぜ起こるのか？　	 今井むつみ
　すべての瞬間が君だった　	 ハ・テワン
　るるぶ　淡路島’25
　るるぶ　金沢加賀温泉郷’25

　図書館利用者さんにも人気の「映画・ドラマ原作本のコーナー」より、オススメ作品を紹介します。
　原作はどれも九重町図書館に所蔵しています。

-- 映画化された原作本紹介---

▲ 7月のおはなし会で読んだ本
「スター」のみなさんありがとうございました

▲ 7月おはなし会の様子

　８月の担当グループは「ぷちトマト」のみなさんでした。
９月は「チームそらまめくん」のみなさんです。（９月１４日予定）

公民館文庫、はじめました。次号にて特集します。
詳細はホームページをご確認ください。

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
　（10時30分~11時）

お知らせ .1

お知らせ .2

　 失 恋から声を失った主 人 公が田舎で始
める、メニューのない小さな食堂 「かたつ
むり」。食べた人に奇跡を起こす、優しくて
不 思 議な料 理 がとっても美 味しそう！！映
画は、カラフルでポップな衣装や美術がさ
らにワクワクを 加 速させる。誰 か の ため
に、自分のために、美味しいご飯をつくりた
くなる…おなかが空いて心が満ちる作品。

　 舞 台は昭 和63 年 夏。主 人 公 が 暮らす
海 辺 の 集 落を貫く、まだ下 水 道 整 備 の 整
わない川。この 川 の 淀 みに自身の 心を重
ねる鬱屈とした毎日。永遠にこの場所から
逃げ出せないのではないかという焦りと、
時代の価値観・田舎の風習・「血縁」への
恨みや恐れを吐き出すような表現は、苦し
くて美しい。映画の終盤で主人公がうどん
を 食 べ るシーンの 撮 影 が 行 わ れたお 店
は、北九州に実在する。

食堂かたつむり 共喰い

52 ヘルツのクジラたち
破戒

原作：小川糸

原作：町田そのこ

原作：島崎藤村

原作：田中慎弥監督：富永まい
主演：柴咲コウ

監督：成島出
主演：杉咲花

監督：前田和男
主演：間宮祥太朗

監督：青山真治
主演：菅田将暉

　52 ヘルツのクジラとは――他の鯨が聞
き取 れない 高 い周 波 数で鳴く、世 界で一
頭だけのクジラ。たくさんの仲 間がいるは
ずなのに 何も届 かない、何も届 けられな
い。自分 の 人 生を家 族に搾 取されてきた
女性・貴瑚と、母に虐待され 「ムシ」と呼
ばれていた少年。孤独ゆえ愛を欲し、裏切
られてきた彼らが出会い、新たな魂の物語

が生まれる。　―本の帯より—
　映画に登場する、主人公が移り住む 「亡き祖母が残した家」は、別府
湾を望む高台にもともと建っていた家屋。台本を書くための取材で、監督
らスタッフが大 分を訪れた際に偶 然 見つけた物 件だという。原 作では彼
らが語らう縁側の設定を、海に突き出したウッドテラスに変更するなど、こ
だわりの造園や改築により映像に迫力を加えた。

　江戸時代に存在した 「士農工商」の身
分制度は、明治4 年の「解放令」により形
式的には廃止された。しかし物語の舞台と
なる明 治 後 期にあっても、士 農 工 商 の身
分 から排 除された人々が 暮らす、被 差 別
部落に対する差別意識や偏見は根強く残
り続けていた。この物語の主人公は、そん
な被 差 別 部 落に生まれた青 年 教 師。父か

らの「素性を隠して生きろ」との戒めを守りながら日々を送っていたが、解
放運動家・親友・好きな人との出会いをきっかけに、心が次第に変化して
ゆく。このまま自分の生まれを隠しながら生きるのか、全てを打ち明けて
差別と闘うのか。激しく揺れ動く姿が印象的に描かれている。

DVD 所蔵有
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

■�
趣
　
旨　

御
遺
族
の
方
同
士
が
集
い
、

共
に
過
ご
し
、
体
験
や
気
持
ち
を
分
か

ち
あ
う
場
で
す
。

■�

対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　

　
９
月
４
日
㈬　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■�

内
　
容　
匿
名
で
気
持
ち
の
分
か
ち
合

い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
８
月
28
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き

　
９
月
５
日
㈭　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
2
会
議
室

■��

内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

　
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■�

と
　
き
　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　

�

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き

　
９
月
10
日
㈫　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

■�
と
　
き　

　
８
月
21
日
㈬
～
８
月
27
日
㈫

　
【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
【
土
日
】
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
電
話
番
号
（
全
国
共
通
・
無
料
）

　(

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０)

　
※
Ｉ
Ｐ
電
話
は

　

(

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８)

　
（
法
務
局
人
権
擁
護
課
）（
平
日
の
み
）

■��

相
談
内
容　
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」

や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
。
こ
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■�

お
問
い
合
わ
せ　
大
分
地
方
法
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８
）

■�

そ
の
他　
大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
専
用

電
話
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」（
☎
０
１
２
０

‐
０
０
７
‐
１
１
０
）
に
よ
り
、
常
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き　
９
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■�

内
　
容　
行
政
に
対
す
る
疑
問
・
要
望
・

不
明
点
等

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
町
総
務
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
６
‐
３
８
０
０
）

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
な
ど
大
惨
事

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
線
路
沿
線
で
の
建
物
の
建
設
・
解
体
や

庭
木
や
山
林
の
木
の
伐
採
な
ど
を
行
う
場

合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
工
務
所　

　
（
☎
０
９
７
‐
５
１
３
‐
５
８
５
３
）

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
適
切
な
応
急
手
当

が
な
に
よ
り
も
重
要
で
す
。
あ
な
た
の
大
切

な
人
の
命
を
救
う
た
め
、
講
習
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

■�
と
　
き　
９
月
7
日
㈯　
午
後
1
時
～　
　

午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
消
防
署

■�

募
集
人
員　
20
名
程
度
（
受
付
順
）

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
期
間　
８
月
24
日
㈯
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
消
防
署
救
急
係

　
（
☎
０
９
７
３
‐
７
２
‐
２
１
４
１
）

■
と
　
き
　
11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
、
乙
種（
全
類
）、
丙
種

■
願
書
受
付
期
間

　
９
月
11
日
㈬
～
９
月
24
日
㈫
予
定

■
願
書
配
布

　

�

８
月
14
日
㈬
よ
り
県
内
各
地
地
域
消
防

本
部
予
防
課
、消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
支
部
等
で
配
布

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

�（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大　

分
県
支
部

（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

■
と
　
き
　
９
月
29
日
㈰
（一次
試
験
）

■
と
こ
ろ
　
日
田
市
役
所
７
階
大
会
議
室

■
採
用
職
種
　�

消
防
吏
員

■
募
集
人
員　

�

若
干
名

■�

受
験
資
格
　
平
成
７
年
４
月
２
日
以

降
、
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■�

申
込
書
配
布
場
所
　
日
田
消
防
署
、
玖

珠
消
防
署
、
玖
珠
町
総
務
課
、
九
重

町
総
務
課
、
日
田
市
役
所
１
階
総
合
案

内
で
８
月
26
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■�

受
付
期
間
　
９
月
２
日
㈪
～
９
月
11
日

㈬　
郵
送
の
み
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合　

　

�（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
２
２
０
４
）

暮らしの情報　●

Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
お
願
い

鉄
道
付
近
で
作
業
を
さ
れ
る
方
へ

試
験
・
講
習
会

「
普
通
救
命
講
習
」開
催

お
知
ら
せ

全
国一斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
週
間

定
例
行
政
相
談
所

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
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推
　
薦
　
三
　
句

推
　
薦
　
三
　
句

　
「
蓮
の
花
」は
夏
の
季
語
。
花
言
葉
は「
清
ら
か
」

「
神
聖
」
と
か
。
室
生
犀
星
の「
故
郷
は
遠
き
に

あ
り
て
」
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

中
七
の
「
帰
る
こ
と
な
き
」
に
花
言
葉
が
交

差
し
ま
す
。

　

嫁
ぐ
女
の
人
に
は
誰
も
が
共
感
す
る
句
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

蓮
の
花
帰
る
こ
と
な
き
故
郷
か
な

佐
藤　

律
子

「
花
茣
蓙
」は
夏
の
季
語
、
絵
筵
と
も
。
花
柄
な
ど
を
編
み
込

ん
だ
夏
用
の
茣
蓙
。
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
家
に
帰
り
つ
い
た
ご
主

人
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言
い
な
が
ら
寝
か
し
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
だ

け
の
報
告
句
で
す
が
、
季
語
の
効
果
で
夫
へ
の
情
愛
が
伝
わ

り
ま
す
。

ほ
ろ
酔
い
の
夫
花
茣
蓙
へ
転
が
し
ぬ

竹
尾
き
く
み

「
蜜
豆
」は
季
節
感
溢
れ
る
夏
の
食
べ
物
。
そ
れ
を
食
べ
て
い

る
ご
主
人
が
句
材
に
な
り
ま
し
た
が
、さ
な
が
ら
、中
七
の「
童

の
如
き
」で
、
こ
れ
ま
た
夫
へ
の
愛
情
が
倍
増
で
す
。

蜜
豆
や
童
の
如
き
夫
の
笑
み

佐
藤　

次
江　

「
蚊
帳
」
古
く
は
竹
で
骨
を
作
り
布
を
張
っ
た
も
の
で
子
ど

も
の
昼
寝
用
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
蚊
帳
か
ら
出
て
き
た
乳
幼

児
が
主
人
公
の
句
で
す
が
、
こ
れ
ま
た
、
下
五
に
家
族
愛
が

溢
れ
出
て
き
ま
す
。

蚊
帳
の
裾
め
く
り
出
で
た
る
吾
子
の
笑
み

時
松
ヤ
ス
コ

蓮
は す

の花

（
句
評
）
毎
日
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
家
族（
夫
や
妻
、
子
や
孫
）の
俳
句
は
、
素
材

が
豊
富
で
す
が
、つ
い
、可
愛
い
と
か
優
し
い
と
か
形
容
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
を
言
わ
ず
と
も
推
薦
句
の
よ
う
な
仕
上
げ
を
す
れ
ば
読
者
の
想
像
は
無
限
大

で
も
あ
り
ま
す
。（
選
者　

り
ゅ
う
し
ょ
う
拝
）

（
後
記
）
八
月
も
上
旬
は
、
も
う
立
秋
。
秋
が
近
づ
き
、
作
句
に
も
力
が

入
り
ま
す
。
い
い
季
節
で
す
。
長
者
原
や
や
ま
な
み
牧
場
辺
り
に
吟
行

さ
れ
て
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

葭よ
し
ず簀
越
し
坊
主
頭
の
漫
画
本　
　

 　

 	

香　

澄

土
用
太
郎
習
い
始
め
メ
ー
ル
か
な　
　

	

桐　

友

竹
敷
い
て
廻
る
四
条
や
京
祇
園　
　
　

	

清　

子

梅
雨
ひ
と
日
人
も
布
団
も
日
本
晴
れ  	

ス
エ
ノ

猛
暑
日
や
だ
ん
だ
ん
薄
れ
ゆ
く
九
条　

	

則　

子

青
空
の
よ
く
よ
く
似
合
う
夾
竹
桃	

重　

吉

天
の
川
子
亀
の
群
れ
と
か
け
っ
こ
す  	

春　

蘭　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

蜩
や
子
ど
も
の
頃
の
お
じ
や
飯  　

  	

チ
ズ
子 

涼
風
に
身
を
ま
か
せ
お
る
暇
な
女ひ
と	

左
世
美

さ
く
ら
ん
ぼ
香
り
は
甘
き
指
の
先　

   	

末　

子

喜
の
祝
妹
の
選
び
て
ワ
ン
ピ
ー
ス　

   	
好　

美

朝
顔
や
今
日
だ
け
の
顔
競
い
合
う　

   	
豊　

國

カ
ー
テ
ン
を
下
す
如
く
に
驟し
ゅ
う
う雨
か
な   	

直　

人

放
尿
の
仔
馬
立
ち
た
り
夏
蓬　

 　
　

	

八
千
子

湯
け
む
り
や
上
る
暇
な
き
青
嵐　

  　

	

干　

城

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
ソ
フ
ァ
の
レ
ー
ス
至
福
時	

文　

子

動
く
と
て
動
か
ざ
る
と
滲
む
汗	

泉　

渓

見
上
ぐ
れ
ば
青
の
童
門
夏
は
来
ぬ 　

	

恵　

子

掻
き
ま
わ
す
オ
ク
ラ
納
豆
無
の
境
地	

純　

子

八
十
路
坂
五
木
の
子
守
秋
近
し　

 　

	

ト
シ
子

頬
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
鰻
食
べ  	

ム
ツ
子

盆
供
養
「
た
だ
い
ま
」
の
声
大
き
く
て	

良　

子　

           

 

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
二
席

　
二
十
二
席

記

歳

時

第
三
回
や
ま
な
み
牧
場（
前
期
）入
選
作
品
の
紹
介

○
以
上
が
前
期
の
入
選
作
品
。
後
期（
九
月
末
〆
）の
入
選
作
と
合
せ
て
お
よ
そ
三
〇
作
品
が「
大
賞
」の
候
補
と

な
り
ま
す
。
お
一
人
６
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。
後
期
も
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

五
月
雨
や
た
わ
し
の
金
具
ね
じ
て
あ
り
　	

竹
石
　
末
子

緑
陰
で
牧
場
を
描
い
た
友
何
処       	

志
賀
　
文
子

春
時
雨
子
羊
母
に
甘
え
た
る  

　
　
　	

明
石
エ
イ
子

馬
の
背
の
揺
れ
の
二
拍
子
草
い
き
れ 

　	

高
倉
　
直
人

万
緑
に
染
ま
る
羊
と
染
ま
り
け
り
　
　	

甲
斐
加
代
子

サ
ン
グ
ラ
ス
外
し
て
熊
と
に
ら
め
っ
こ 	

豊
國
　
隆
信

前
菜
は
満
天
の
星
夏
料
理
　
　
　 

　
　	

後
藤
　
洋
子

薫
風
や
歌
い
出
す
寸
前
の
馬
　
　 

　
　	

後
藤
　
洋
子

洗
わ
れ
た
馬
の
匂
い
や
夏
牧
場
　
　
　
　	

油
布
　
　
晃

雲
の
峰
や
ま
な
み
牧
場
一
人
じ
め
　
　
　	

御
手
洗
金
重

草
萌
ゆ
る
牛
が
牛
待
つ
牧
の
朝
　
　
　
　	

御
手
洗
金
重

赤
と
ん
ぼ
九
重
の
山
へ
す
い
こ
ま
れ
　
　	

上
野
　
弥
生

青
田
風
田
の
神
宿
る
千
町
無
田
　
　
　	

　
内
田
ト
シ
子
　

春
遠
き
三
俣
の
山
に
樹
氷
花
　
　
　  

　	

藤
沢
　
泉
渓

残
り
火
に
降
る
雨
や
さ
し
き
野
焼
か
な
　	

林
田
　
文
男

や
ま
な
み
に
多
言
語
飛
び
交
う
春
日
和
　	

秋
吉
　
信
隆	
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD 文字を使用しています。

8
月

号
令

和
6年

8月
16日

発
行（

通
巻

819号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

情
報

デ
ジ

タ
ル

推
進

課
〒

879 -4895　
大

分
県

玖
珠

郡
九

重
町

大
字

後
野

上８番
地

の１
☎

 0973 -76 -2111	
印

刷・株
式

会
社

佐
伯

コ
ミュニ

ケ
ー

ション
ズ

８
月
・
９
月
の
休
日
当
番
医

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
7 月1 日～ 7 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,386 人 （ - 4 ）
男 4,021 人 （ - 1 ）
女 4,365 人 （ - 3 ）

世帯 3,868 （ ＋ ６ ）
（　）は前月からの増減

● 

病
　
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ● 

歯
　
科
　
医

月 日 医院名 住所 電話番号
8 月 18 日 荒 木 医 院 森 0973-72-2466 9 月 15 日 北 山 歯 科 医 院 日田市 0973-52-3553

25 日 矢 原 医 院 野 上 0973-77-6121 16 日 麻 生 歯 科 医 院 右 田 0973-76-2310
9 月 1 日 北 山 田 クリニック 北山田 0973-73-2030

8 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 0973-72-2143
15 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 0973-72-1127
16 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 0973-72-7100

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

梅
う め き

木　 定
さ だ よ し

義 ９３ 川 西 二

岡
おかじま

嶋　 静
し ず こ

子 ８８ 鹿 伏
甲
か い

斐 フ
ふ や こ

ヤ 子 ９６ 北 方 下
甲
か い

斐　 義
よしのぶ

信 ９１ 北 方 下
工
く ど う

藤　 勝
まさる

９２ 川 西 一
佐
さ と う

藤　 幸
ゆきたか

隆 ８１ 中 央 一
原
はら

　 長
お さ え

榮 ９５ 中 須
110 交通安全 2024.7月末

町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 19 19
野 上 1 1 30 31
飯 田 2 2 91 93
南山田 1 2 41 42

計 4 5 181 185

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

麻
あ そ う

生　 翔
と あ

愛 女 健
た け る

翔 後 河 内
木
き む ら

村　 一
ひ と き

葵 男 智
と も の り

徳 奥 野
工
く ど う

藤　 未
み さ

彩 女 晃
あ き ひ ろ

弘 引 治 二
時
ときまつ

松　 那
な お

緒 女 輝
て る の り

徳 下 畑

おめでとうございます

町の面積／ 271.37㎢　町の木／くぬぎ　花／ミヤマキリシマ　鳥／カッコウ

 編 集 後 記
　梅雨も明け、暑い日が続くようになりまし
た。熱中症や暑さによる体調不良に気を付
けたいこところです。
　特集記事の取材では、町内の戦争体験者
2 名のお話を伺うことができました。戦中、
戦後と激動の時代を過ごしてこられた方々
の言葉は非常にリアルで、今からわずか数
十年前の出来事であることを実感させられま
した。平和に暮らしていけることは決して当
たり前のことではないと改めて思いました。　　　　　　　　　　　　　　　 

T.U

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎受診先に悩む場合　　　医療情報ネット のホームページから検索してください。

●�当番医設定のない休日の歯の急患は、別府口腔保健セ
ンター（別府市 0977-21-5657）で対応します。

8月生まれ

井
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也）
３歳 佐

さ と う
藤　結

ら ら
昊 さん

（保護者：佐
さ と う

藤剛
よ し き

輝）
2歳

１歳 ~ ３歳の誕生日を迎える、
九重町に住所があるお子さんが
対象です。
詳しくは九重町ホームページを
ご覧ください。

問 情報デジタル推進課
　　(☎ 76-3874)

9月がお誕生日のお子さん
8月２3日（金）

10月がお誕生日のお子さん
9月２4日（火）

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

第30 回九重ふるさと祭り開催決定！

日時：10月19日（土）～20日（日）
場所：九重町保健福祉センター前駐車場他

※イベント内容等は後日お知らせいたします。

〔テーマ〕 第30回九重ふるさと祭り〜祭りだワッショイ
　　　    「笑・和・輪」みんなでつくる３つのワ
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